
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これからの社会で求められる力とは 
校長 吉田 和夫 

 

「何のために学ぶのか」というのは、なかなか大きな

問いです。しかし、人生で最も大事な問いの一つです。

学校では毎日、授業があるし、入学試験に合格するため

に家や塾でも勉強しているという３年生も多いことでし

ょう。２年生もそろそろ成績を意識して、定期テストの

勉強に力が入り始めているようです。 

 

しかし、「本当の勉強」とはどういうことなのか、そも

そも人は「何のために学ぶのか」ということをまともに

考えたり話したりすることはあまりないと思うのです。

そこで、今回はそんなことを考えてもらいたいと思い、

12 月 6 日（月）の朝礼で話をしました。目先の目標、

例えば高校の入学試験に受かるとか、検定に合格すると

か、そのような目標もけっして悪くは

ありませんが、本当に「学

ぶための目的」ではないと

思うのです。では、本当

の「学ぶ目的」とは何で

しょうか。 

 

昔、私は井上ひさし（1934 年 11 月 17 日～2010

年 4 月 9 日）という劇作家が脚本を書いた「ひょっこ

りひょうたん島」という番組が好きでした。皆さんはご

存知ですか。ＮＨＫ総合ＴＶで放映していた有名な人形

劇です。よく学校から帰ってからその番組を見ていまし

た。その中で、次のような歌があり、すごく印象に残っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供：「勉強なさい！勉強なさい！大人は子供に命令

するよ。勉強なさい！偉くなるために。お金持

ちになるために。あ～あ、あ～あ。そんなの聞

きあきた！」 

先生：「いいえ、良い大人になるためよ。男らしい男、

女らしい女、人間らしい人間。そうよ、人間に

なるため～に。さあ、勉強なさい。」 

（http://www.youtube.com/watch?v=yza5tEca9Is で聞けます。） 

 

 

なるほど、良い人間になるために勉強するのか。でも、

「今の僕たちは人間なのだから、勉強なんかしなくても

人間になっているよ」と感じていました。 

 

しかし、いろいろ考えて、人間が勉強するのは、結局、

誰か人の役に立つためなのだ

 

という結論に達したわけで

す。つまり、より良い社会やより住みやすい国を創る、

そのための文化や社会を築き上げることこそが勉強の究

極の目的だと知ったわけです。自分が社会に貢献したり、

社会で人の役に立ったり、人々に希望や勇気を与えたり、

治らなかった病気を治したり、解けない問題に答えたり

して、一層、人々が住みやすく良い社会、日本、地球に

するために、私たちは学ぶのです。これが真実ではない

でしょうか。本校教育目標には「勉学に励み新しい文化

を創造する人」とあります。新しい文化を創造するため

に、人は学ぶのです。 
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では、次の問いですが、それでは一体「何を学べばい

いのか」ということです。およそ次のような内容になる

と考えます。（  ）内は、平成２４年度から完全実施さ

れる学習指導要領の内容との関連です。 

 
1. これまでに人類が獲得した、一般的な知識・理解・

技能を学ぶ。（知識・理解・技能の習得と活用） 
 

2. 自ら課題を設定、探究、解決するプロセスを学ぶ。
（思考力・判断力・表現力の育成） 
 

3. 変化に対応して自ら進んで学習しようとする意欲を
高める。（関心・意欲・態度の育成） 
 

4. 社会性を高め、規範意識や人権感覚を磨く。 
（コミュニケーション力の育成、言語活動の充実） 

 

これら４項目は、これからの社会に必要な力であると

考えます。今の授業はその一環です。現代は知識基盤型

の社会であり、同時に新しいものが次々に生み出され、

古いものが淘汰されます。今学んだ知識・理解・技能も

ほっておけば陳腐化して、すぐに役立たなくなります。

このように変化する時代に生きるためには、「学び続ける

こと」が必要です。これは、生徒の皆さんだけでなく、

私たち教員や保護者・地域の方々も含め、すべての人に

必要なことだと思います。もはや、学ぶのは学校や授業

だけではないということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学び続けること」、それは「常に変化する」というこ

とです。分からないものが分かるようになること、知ら

なかったことを知ること、できなかったことができるこ

と、これが学ぶということです。学ぶということは、自

らが変化＝成長することです。そして、だからこそ学校

が、変化を生みだす場であり、分からないこと、知らな

いこと、できないことを大事にしていく組織でなければ

ならないと思うのです。 

前回の学校だよりで紹介した「夢（ドリーム）プラン・

プレゼンテーション」12 月 11 日（土）午後 1 時 30

分から、ＪＣＢホールです。私たちと一緒に行ってみよ

うという生徒の皆さんはいませんか。申し込みは大至急、

長崎先生までお願いします。先着１０名程度です。 

 

 

 

このファイナルステージ(本選) への参加は、 

長崎先生に申し込みをしてください。 

 日時 2010 年 12 月 11 日(土) 

11:00～18:00 （10:00 開場）  

場所 JCB ホール（東京ドームシティ内） 
※当日は、四谷中学校から水道橋の東京ドームシティ 

ＪＣＢホールまで、校長も引率します。 

●卓球部 

新人戦 団体戦 ３位 

     個人戦 ８位 秋山 諒 

            （２年） 

●吹奏楽部 

新宿区立中学校  

生徒演奏発表会参加 

●テニス部 

新人戦２ブロック大会 

 男子 ベスト      藤岡 龍樹 （２年） 

ベスト０８    松田 龍之介（２年） 

       大会ベスト１６   藤岡・生田 （２年） 

 女子 優勝       藤田 マリア（２年） 

●ごみゼロ新宿フェア絵画展 

企画賞 

   口輪野 千華（２年） 

 

●第６０回東京都公立学校美術展覧会 

 平面作品出展 

    荒町 紗耶香（２年） 

    山隈 彩加あ（２年） 

    米久保 京香（１年） 

    尾形 香織あ（１年） 

●新宿区民総合体育大会駅伝競技 

 男子５位 

田中 勇希・平尾 颯あ・田中 雄大 

笹原 彰人・土屋 優一・希代 拓哉（３年） 

ここに載せられなかった活動は次号で紹介します！ 



 初代生徒会長と、前期生徒会長のあいさつを紹介

いたします。 

 

●前期生徒会長 平佐多 玲奈さん 

 この四谷中学校の１０周年記念式典に生徒代表と

して、参加さていただけたことを、大変光栄に思い

ます。当日は多くの来賓の方がいらっしゃり、緊張

しましたが、良い経験になりました。これからも、

四谷中学校の繁栄を願っています。 

 

●初代生徒会長 広瀬 大起さん 

 四谷中学校十周年おめでとうございます。四谷中学

校は誕生して１０年という月日が経った今改めて当

時を思い起こすと、今でも新鮮に記憶が甦ってきま

す。一つの目標に向かって仲間たちと努力し、一喜一

憂したこと。やさしく、時には厳しき指導してくださ

った先生方。自分の人間としての基礎ができたのもこ

の場所での生活があったからだと思います。 

 四谷中学校で過ごした３年間は、私のかけがえのな

い財産となりました。在学中の生徒の方々、そしてこ

れから四谷中学校で学ぶ未来の生徒たちにも貴重な

学校生活を送ってほしいと思います。 

 最後に、まだ若い四谷中学校もあのプラタナスのよ

うに四谷という大地にしっかりと根を広げ大きな木

へと成長してくださることを心から祈っております。

そして四谷中学校を卒業して本当によかったと思え

る学校であり続けてください。 

 

 合唱コンクールにおいて受賞したクラス、実行委員

長・審査員長のコメントを紹介します。 

 

●奨励賞 新苑学級 

 今年は難易度の高い曲に朝鮮しました。合奏は「ジ
ュピター」、合唱は「ここにしか咲かない花」「海・風・
光」です。どの曲も音楽の小池先生にじっくり教えて
もらい、学級でも毎日練習しました。その結果、本番
では素晴らしい成果を発表することができました。 
 

●優秀賞 1 年Ａ組 

 私たち 1 年生にとって、初めての合唱コンクール。
わからない事が多く、もめることもありました。でも、
自分たちで解決し、自分たちにとって満足いく合唱が
できました。 
 また、強弱、速度の変化、表情を先輩方の合唱から
学びました。来年、よりよい合唱にしたいです。 

（石井 仁菜） 
 

●優秀賞 2 年Ｃ組 

 私は今回、実行委員を 
やるのは 2 回目でしたが、今年はみんな買った時 
の嬉しさと、負けた時の 
悔しさを知っていました。 
だからこそ、去年よりも 
気合いが入り、たくさん 
練習をしました。来年は、 
最上級生として、今年よりもすばらしい合唱コンクー
ルにしたいです。（渡部 萌） 

 

 

●最優秀賞 3 年Ｂ組 

 初めての合唱コンクール実行委員でしたが、無事に
歌が完成してよかったです。練習では、辛い思いをし
たこともありました。ですが、本番では「最優秀賞」
をとることができて、最高にうれしかったです。 

（萩原 千紗） 
 
 
 
 
 
 
 
 
●合唱コンクール実行委員長 
 私は今まで、みんなをまとめる側に立ったことがあ
まりありませんでした。ですが、合唱コンクール実行
委員長をやってみて、初めての経験することができ、
自分自身が出胃腸できたと思います。ありがとうござ
いました。（萩原 千紗） 
 
●審査委員長 
 今回は開校１０周年ということもあり、合唱コンク
ールは例年以上に盛り上がっていたように感じまし
た。この記念すべき年に審査委員長としての責務も無
事に果たすことができ、そして何よりも仲間との強い
絆をさらに実感できてうれしく思います。 

（安里 眞央） 
 
【指揮者賞】  

３Ａ 新堀 雄大、新城 陸 
【伴奏者賞】 
 ３Ａ 安里眞央、３Ｂ清水 翔太、３Ｃ 金丸 和子 



１２月２１日（火）  保護者会 

１２月２４日（金）  修了式 

 

0１月１１日（火）  始業式 

０１月１７日（月）  ２年 スキー教室事前検診 

0１月１９日（月）  ２年 スキー教室  (３泊４日) 

０１月２０日（木）  １年 プラネタリュウム教室 

０１月２４日（月）  ２年 代休 
 
０２月２３日（水）  都立高校学力検査 

０２月２４日（木)  定期テストＤ （～２８日まで） 
 
０３月０３日（木）  新入生体験入学 

０３月０８日（火）  学習発表会 

０３月１０日（木）  ３年 を送る会 

０３月１１日（金）  ３年 遠足 

０３月１８日（金）  卒業式 

０３月２５日（金）  修了式 

 

こここれれれかかからららののの主主主ななな行行行事事事         

 

四谷文化祭 

 １０月２４日(日)に四谷地域センターで行われた「四

谷文化祭」に生徒５名がボランティアで参加しました。

ゲームコーナーやそば打ちで活躍しました。 

 

 

 

 

 

 

私は四谷文化祭に参加し、キャンディーつかみのボラ

ンティアをしました。キャンディーを渡した時に、「あり

がとう」と言ってもらえたのがとても嬉しかったです。 

（１年 熊木） 

 

 

四谷子どもフェスタ 

１１月３日(水)の文化の日、四谷ひろばで行われた「四

谷子どもフェスタ」に生徒５名がボランティアで参加し

ました。スタッフの方から説明を受けたあとに、リボン

作りやブーメラ

ン作りなどの準

備をしました。

午後からはスポ

ーツ交流会の会

場を担当しまし

た。地域の方が

多くみえる中で、

会場の案内やイベントの手伝いをしました。１日中スタ

ッフの方と一緒に働いて大変でしたが、みんなが楽しん

でくれたので頑張れました。  

 

 

花いっぱい運動 

 １１月２４

日(水)に地域

の方と「花い

っぱい運動」

のボランティ

ア活動を生徒

６名で行いま

した。 

みんなで花の

苗の準備をした後リヤカーに乗せて新宿通りの商店街に

運びました。 

 

 

お店の方に協力

のお願いをして、

店先に花を植えた

プランターを置か

せてもらいました。

後でお店の方から

「かわいいお花を

置いてくれて町が

きれいになりまし

た、ありがとう」と言いうメッセージをもらいました。

少し寒い日の活動でしたが気持ちは温かくなりました。         

 

 

ボランティア発表会 

 四谷中学校がこれま

で地域で行ってきたボ

ランティアについて、１

０月３０日に東京都庁

で開催された「未来を拓

く体験学習発表会」で発

表してきました。生徒の感想を紹介します。 

僕が発表者として

気をつけたことは、

はっきり話すことで

す。他校の方々の前

で発表することが初

めてだったため、と

ても緊張しました。

貴重な体験となり良い思い出になりました。（２年 飯田） 

 

 

 


